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太平洋北区栽培漁業漁場資源生態調査※

小川弘毅 ･早川豊 ･直江春三 ･高橋邦夫 ･小倉大二郎 ･浜田勝雄 ･工藤秀雄

久新健一郎･B※ ･遊佐多津堆※･B穀 ･石J順 冶紬 穀穀

Ⅰ は じ め に

本禍査の目的は太平洋北区における沿岸漁業振興の為の栽培漁業の展開を目標として,現状の漁業構

造および形態を把握したうえで主要水産資源の分布生態を明らかにし,種苗放流による増産の可能粗

放流適地おエび放流適種等を究明する為に行なうものである｡

この調査において,青森県の太平洋北区とは太平洋,津軽海峡,陸奥湾を指すが,昭和 47年度は陸

奥湾を対象として調査を行な った｡

尚,調査(こ御協力いただいた湾内各漁業協同組合および水産業改良普及員の万々こ̀厚く御礼申し上げ

る｡

Ⅱ 漁 場 環境調査

過去に調査された資料･報告や聞き取りおよび現場調査によ って得られた結果にもとずき,漁場環境

について述べたo結果は背水増資料 S47- ,4611のとおりであるのでここでは省略する.

Ⅲ 漁業の実態調査

漁獲統計は青森県海面漁業漁獲数量調査結果年報 (略して県統計 )の資料,青森市管内漁協資料,お

よびむつ市管内漁協資料をもとに検討を行な った｡

漁業の実態ならびに生活史に関しては,昭和 46年度までの資料と昭和 47年度に聞き取 り調査した

ものを整理して検討を行な った.結果は香水増資料S47- .4611のとおりであるのでここでは省略す

る｡

Ⅳ 発育段階別分布生態調査

I･ヽ■■

調 査 方 法

1.地曳網謁査

･lS≠詳細は背水増資料 S47-ノ拡 11で報告済みである.

※射 ヒ海道大学 鼓索穀東北d_水産研究所 数!it疲穀函館市立博物館
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地曳網調査は椎貝期の魚体を採捕する目的で最初に全湾調査を行ない,その後定点4点を決め調査を

継続した｡調査期間は全湾調査(47.5.19- 6.5),第 1回定点調査(47.8.5- 8.4),第2回定

点調査 (47.9.15- 9.14)であE),調査点,漁具漁法はそれぞれ第 1, 2図のとおりである.

第 1図 地曳網調査地点馳 ク

止 ナ (# x /伸長)卿第 2図 地曳網 とその漁法
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2. エビ網調査

エビ網調査は若魚期の魚体採捕,および地曳軌 かけまわし網で調査できない場所を補なう目的で行

な った｡調査期間は昭和 47年 8月 18日から10月 15日まで,調査点.漁具漁法は第 5 , 4図のと

おり｡

第 3図 エビ網調査地点

5. かけまわし網調査共同漁業権外の深みの調査を

目的 として行な った｡第 1回調査

は昭和 47年 7月5円～7月 29日ま

で,第 2同調糞は昭和 47年 9月6日

,第 5回調査は昭和 47年 10月 18日

～ 10月20日まで行な った｡又第

5回調査は標識放流も合わせて行な った

｡言局査点は第 5図,漁具漁法は第6図に示した

｡4. 漁獲物の処理耳石鶴察用

の机体以外はすべて現場で 10% 中性

ホルマ リソで固定し実験室へ持ちかえり,種頬,1'LJ体数,その

他の測定を行な った｡対象魚種の発育段階別産分は一応今 胡
舷錦糸く†8Jc和 月坤第 4
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第 5図 ′｣､型底曳網調査

地点 点までの調査結果エり次の 工うに行な った｡この区分は対象魚種の生態がは っきりするま

で流動的である｡浮 遊 期 稚 魚 期 若 魚 期 成 魚 期ふ化から底生移行前 底生移行後水深 1.2m 沿岸から沖合へ移
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調 査 結 果

A ヒ ラ メ

(1)稚魚期

波打ぎわの地曳桐調査で,ヒラメ稚魚が出現したのは8月の調査か らであ った｡ この時の大きさは第

7図のとおりで波打ぎわの 50cm以浅と50cm以深 とで採捕数を分けた場合,前者の方が 85.5% と多

い傾向を示しTC.これが9月になると50cm以浅で採捕されたのは60% と徐々(こ沖へ移りうつある事

を示した｡

第 7図 ヒラメの全長組成 97

3く さ●Jt

(～長第 8図 ヒラメの水深別全長組成 (9-10月)(2)若魚期若魚期のヒラメは9月

のエビ網調査から出現 し始めた｡当才魚と思われる魚体の他に 1年魚と思われる魚体も出現 し始めたの

で,これについては今後耳石等で追跡調査をしてゆきたい｡地曳網,エビ桐,かけまわし網調査結果より9- 10月におけるヒラメの水深別分布状況を示す

と第 8図のよう(こなり.大型魚ほど深所に分布している｡(31成魚期生物学的最小形は青森県水産試験場

では日本海側のヒラメについて,雌は41chl,雄は55chiとしているが,陸奥湾については後

述のように産卵親魚の生態調査等から55C病以上のものを成魚期の魚体 とみなした｡ 7月のかけまわし絹調査では湾口から湾央部へかけての水深 40- 60m付近

で採捕されており,後述する産卵期の移動中のものではないかと思われる｡以上,稚魚期から成魚期までについて述べたが,採捕時期別,漁具別全長組成を示す と第 9図のよう

(こなり,稚魚期から若魚期-移る時期は8月下旬～9月中旬頃であろう｡
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B マコガレイ

(1)稚魚期

昭和 47年 5月～6月の地曳禍調査では 20

尾の稚魚が採集された｡その全長組成は第 1C

図のようで範囲は 2.Oc虎～4.6cmの問(こあり,

モー ドは 5.2- 5.6cmにあ ったoLかしその後

8- 9月の地曳網調査では2尾 しか採捕されず,

ほとんど沖合へ移動 したものと考えられる｡

a._-I:-- . i ;;V .
2 さ す ∫(eQh)

全 長

第 10図 マコガレイ稚魚の全長組成 第 9図

(2)若魚期

昭和 47年 8月か らのエビ網調査では,いずれもマコガレ

イ若魚が出現 している｡また第 11図のように時期別にマコ

ガレイ若魚の全馬をプロ ットしてみるとかなり成長差がある

ことがわかり, 1[月頃になると同程度の全長で も当才魚の

他 こ満 1才魚 と思われる(耳石より)魚体 も出てお り,マコ

ガレイの場合は成長にかなり個体差があるのではないか と思

われる｡

また7月のかけ まわし網調査では 1才魚, 10月のかけま

わし綱調査では当才魚 と思われるものが水深 50- 40m付

近で成魚 と一緒(こかなり採捕されており,当才魚でも秋以降

になると成魚 と同じようなところ-移動分布していくものと

思われる｡

(3)成魚期
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第 11図 マコガレイの全長組成

昭和 47年 7月(こ行な ったかけ まわし栂調査で はI第 12図のエう(こマコガレイ成魚は,全湾的に分

布しており･痔lこ陸奥湾東湾lこ多い傾向を示 していち その中で他のカ L,イ類より多か った地域は,野
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辺地,大島沖および横浜から川内へかけての地域であ った｡

第 12図 かけまわし網による

主要 カレイ類 5種の種組成C

イVガレイ(1)稚魚期5-6月の地

曳栴調査では,0-12

0cni付近に濃密群がみられ

た｡特に濃密 と思われる稲生 ,有戸,

脇野沢,大浦等では第 1表のエうに0-5

0chi,50- 120C/

"lと出現量を比較すると0-5

0cmの波打ぎわくこ87% 近

く分布しているのが認められた. この時の全長範囲は1. 第 1表 イVガt/イ稚魚の出現状況地先名水深くmi)

稲 生 有 戸 脇野沢 大 浦 合 計(尾) 出現

率(%)0- 50 49 150 181 58 41
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4-5.6cmであ った.その後の8月の地曳

梅調査では 15尾 しか採捕されず,成長の

遅いものを除いてほとんど沖合へ移動 した

ものと思われる｡

(2)若魚期

昭和 47年 5月～6月tこおける地曳舶調

査では,第 15図の茂浦地先の例における

ようIこ波打ぎわで 1才魚と思われる若魚も

採捕されたが,その後の地曳栂調査では出

現しなか ったo また沖合へ移動 したとみ ら

れる当才魚も, 9- 10月のエ ビ網調査で

は 2尾 しか採描されず,薄く分散したもの

か,あるいは濃密群が どこにあるのかは今

のところ不明である｡
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第 13図 イシガレイの全長組成
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(3成 魚期

イVガVイの成魚は7月のかけまわし網調査で大湊から横浜にかけての沖水深55m付近で採捕され

たのみで,陸奥湾での成魚はこの地先のみ(こ集中していると思われ る｡

採捕時期別,漁具別全長組成を示すと第 14図のエうlこT=り,稚魚期か ら若魚期-移る時期はあまり

顕著(こあらわれなか った｡

Ⅴ 発育段階別食性

調 査 方 法

1. 漁獲方法

発育段階別分布生態調査 と同じ地曳網,エビ網,かけまわし綱を使用｡

2.漁獲物の処理

採集魚体を現場で 10% ホルマ リンで固定して実験室へ持ち帰 り,種類別個体数および胃内容の種類

について調査した｡

調 査 結 果
A ヒ ラ メ

∫
(1)稚魚期

地曳網で得られたヒラメ稚魚 27個体について調査したところ,全個体がアミ類のみを捕食していた｡

(2)若魚期

この期の七 ラメの胃内容はほとんどがネズ ミゴチ,イカナゴ,アサヒアナ-ゼ,ハゼ類等の魚類で,

なかにはまだアミ類を捕食している個体もみられた｡

(31成魚期

6-7月の調糞では全個体空胃であ ったが, 9月の調査ではヤ リイカ,コチ,魚類等を捕食していた.

また聞き取り調査では春はイカナゴ,秋はイワVを多く捕食しているということであ った.

B マコガレイ

(1)稚魚期

マコガレイ稚魚 20個体(こついて調査したところ,多毛頬が 75% ,アミ類が 15%,端胸類が 10

%であ った｡

(2)若魚期

若魚期のものは,多毛類が圧倒的に多く約74%で,その他二枚貝椎貝,アミ類,クモヒトデ頬,ホ

ソクスヒゲラガイ,クミセ ミ窺,キセワタ等であ った｡

(3)成魚期

7月の誠査では成魚期のマコガレイは,多毛類が約 50% で一番多く,その他クモヒトデ頬,キセワ

タ,端脚類,クミイナゴムV等であ ったoしかし昭和 48年 2月の誠査では,イカ類,二枚貝楓 ヒト

デ頬,イ芽ソチャク類を捕食しており,季節tこエ ってかなり変化があるようである.
-200-
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C イVガL/イ

(1)稚魚期

稚魚期のもの 56個体について調査 し7rところ,ア ミ頬が 85.7% ,端脚類が 7.2%,甲殻類が 7.1

%であ った｡

(2)若魚期

調査個体数は2個体 と少なか ったが,若魚期のものは多毛軌 クモヒトデ類,ホタテガイ椎貝,エゾ

イVカゲガイ,その他の二枚貝を捕食していた.

(3)成魚期

イシガレイ成魚 9尾【こついて調査したところ,オカメプソプクが 46.5% ,クモヒ トデ類27.5%.

巻貝 15.6% ,ホタテガイ椎貝15.670であったO

D ヒラメ,カレイ類の捕食者

ヒラメ ･カレイ類を捕食している魚種(こついては,ホンアンコウがマガレイを捕食しているのが 1尾

み られた｡

Ⅵ 産卵親魚の生態

調 査 方 法

聞き取 り調査からの知見および漁協からの標本魚買上げ(こより産卵親魚の生態についての調査を行な

った｡

調 査 結 果

A ヒ ラ メ

(1)産卵時期

成熟度 R(R-昔×100･ただしWは生殖腺重量･剛 ま体蚕から生殖腺重電を引いた重量 )を求

め縦軸にRの対数を,横軸に時期をとって.その動きをみると.第 15図のようにおよそ産卵期は 6月

下旬～7月上旬と推定され る｡

(2)産卵場

陸奥湾では7-50mの沿岸-寄 って産卵するらしいが,底質等についてはまだわか っていない｡

(3)産卵期の回遊移動

産卵親魚の移動状況は聞き取 り(こよると湾外か ら陸奥湾-入 ってきて湾内を反時計まわりの方向でま

わりながら各地の沿岸で産卵す ると予想される｡

B マコガレイ

(1)産卵時欄

現在までの調査では,湾内種と思われ るものは9月頃から卵を持ち始め.産卵盛期は第 16図のよう

(こ11月中旬～ 12月下旬のようであ った｡
-201-
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また日本海側から移入して

くるものの産卵期は4月頃で

はないか と思われるが, これ

(こついては昭和 48年度に報

告す る｡

(2)産卵場

聞き取り調査結果では,症

卵場は深いところから急に浅

くなる岩場あるいは砂利場に

卵を生みつけるといわれてい

る｡

(3)産卵期の回遊移動

湾内種ではほとんどが深浅

移動のようである｡

しかし湾外種は日本海側か

ら湾内へ回遊してくるようで

ある｡湾内種と湾外種の交蹄

は青森県水産試験場の標識放

流結果,おエび成熟度詞査lこ

より若干の交流はあるも

のの大部分は交流がない

と想像される｡
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C イVガレイ

(1)産卵時期

マコガレイ同様湾内種

と思われるものの産卵盛

期は第 17図のエうtこ

11月中旬～ 12月下旬で

あ った｡マコガレイと比

較した場合産卵盛期が少

し早いエ うであるがそれ

程顕著ではない｡

日本海側か ら移入して

くると思われる湾外程は

4月頃が産卵盛期と思わ

ぶ
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カレレtzL
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/
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甘
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れるが, これtこついては
l

昭和 48年度(こ報告するo

(2)産卵場

大湊tこおける聞き取り

調査では,第 18凶のエ

うtこ浅瀬の藻場と藻場の

間の砂利混りの砂場に多く集ま

るといわれている｡

(3)産卵期の回遊移動

湾内種と思われるイVガVイ

は大湊沖の濃密群が産卵期にな

ると脇野沢,川内,大湊,横浜,

野辺地,小湊の各沿岸-接岸す

るのではないかと思われる｡

(普段生息していない野辺地,

小湊等でも産卵期になるとイV

ガレイが刺網で獲れるよう(こな

る｡ )
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第 17図 イシガレイの成熟度 (× :杏, ○:?)

第 18図 イシガレイの産卵場 (聞き取 り調査)本海側か ら入 って来て陸奥西湾へ回遊してくるものと

思われるが確認はされて いない｡また聞き取り調査では陸奥西湾へ回避してきたイVガレイは産卵しないで湾外で産卵す
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Ⅶ 若令期における生息環境

調 査 方 法

地曳網,エビ網曳網時lこ底質の観察を行な った｡また 47年5月27日～28日にエビ網で陸奥湾全

域の底生生物の分布調査を行ない,調査地点を第 19図に示した｡

調 査 結 果

A ヒ ラ メ

稚魚期は河口付近の砂泥地帯で波打ぎわくこ多く分布していた｡若魚期のものは小石まじOの藻場おエ

び泥場(こ分布していた｡

B マコガレイ

稚魚期は水深50- 120C頒前後の藻が生えている砂泥場に多くみられたOまた若魚期のものは水深

5-40m前後の泥場93･こび藻の生えている砂泥地帯で多く採捕された.

C イVガレイ

稚魚期は水深 0- 120cd前後の砂泥,砂利,細砂付近でみられた｡椿tこきれいな細砂の場所では0

-50C加程度の波打ぎわに群 を な しているのがみられ7;:.若魚期は藻が生えている砂泥域にみられたo

D 底生生物の分布

この調査で採集された生物は総個体数 177,800である(ただし藻類は除く)｡また調査地点によ

っての変動が大きく,湾中央部のSt.15が 167m'当り905個体で最少値,大湊寄りのSt･18が

147m2当り76,409個体で最多値を示した.巨視的にみると,湾の東～東南水域 (St･10, 11,

15, 16, 17, 18)と夏泊半島大島から牛の首崎に至る水域(St･2,5,5)で分布密度が高

いo

採集された_qI.物を魚類,貝類など28の種類に大別したO全地点をこみにす ると出現個体数の最も多

いのは多毛類でありその比率は59.5% (こ達す る. これに次いで蛇尾類 15.5%,海胆類7.8%,端脚

類 7.1%,矢虫類 5.5% となる. これらの5種類で 95% の高率を占める｡採集個体数の多い,これら

の5種類について一般的な分布状態をみると第 19図のとおりである｡

マコガレイの主な餌料生物 と思われる多毛類(こついてみると脇野沢沖合と夏泊半島周辺から浜奥内に

至る水域で出現割合は抜群(こ高く41- 85% を示していた｡このうちで出現個体数のきわめて多い地

点は牛ノ首崎のst.5,夏泊半島大島沖のSt.2, 5おエび浜奥内寄りのSt.18-18であ った.

また底生生物相をA～ Eの5つの群集tこ大別すると第 20図のようtこなる.Aは多毛類が卓越し端脚

窺,蛇尾類が次ぐ群集, Bは海胆頚が卓越し多毛類,蛇尾頬がこれに次ぐ群集,Cは蛇尾類が卓越して

いる群集｡Dは蛇尾頬,端脚類が同程度に卓越しこれに矢虫頬,多毛類が次ぐ群集｡馴ま多毛類と蛇尾

頬が卓越している群集である｡

今回の調査は水深 20m以深の深みで行な ったものであるが,これを昭和 46年度の別枠研究で昭和
-204-
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46年5-6月に行なわれた水深

20m以浅の沿岸調査の結果と対

比すると,両者の大きい相違点と

して次のことが指摘される｡

すなわち深みの水域では長尾嶺と

魚類の出現個体数が少なく,その

出現割合は長尾類では沿岸の小湊

～清水川水域の 11.1%.浅虫水

域の 51.6% に対し, 4.2% 以下,

魚類では小湊～清水川水域の4.0
%,浅虫水域の8.5%(こ対し, 0.

5% 以下の低率を示している｡貝

塩の比率も一般(こ低く沿岸では5

0.7% および9.6%であるの(こ対

し,深みでは0.6-4.5%であ っ

た.一方多毛親では群集 Cを除く

と出現個体数は極めて多く,その

出現割合は沿岸の 1.8% および4.4%

に較ぺて 10.1%～75.6% と著しく高

か った｡

FJ その他の環境調査

その他対象魚類との生物的,非生物的

相関関係については昭和 48年度に行な

う予定である｡

st ･4 (152 8 ) s t .5 (7775)週 止 血 盈島 ,

iJiA亨

血 山 県惑,St.21､5571)

.止St.15(90が
St.16(6850)

過且且St.14(5255)
』態N-1-･･

-ll
St.2(69

10) 且皿St.8(25

72)St.15(16265)

適｣St.9()
鳩9),..i_St.u(5452)

野吐地 彪

端 脚 穏匠ヨ

蛇 足 額厩団 清

隠 額舷 芙

虫 類⊂コ 争

阜 額J- モ

ゎ 捜第 19図 エビ網調査地点および底生生物

の組成(註 :カッコ内の数字は 16.7m2当り(曳網)の採集

個体期第 20図 底生生物の群集

わけ-2
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Ⅶ 回 遊 移 動 状 況

調 査 方 法

A マコガレイ稚魚の棲識放流

(1)使用稚魚

昭和 46年 12月室内(こて人工採西し,昭和 47年 7･月 24日取 り上げたもの2,615尾 (全長モー

ド5.2C,hl)を使用

(2)標識方法

昭和 47年7月24日～25日に第 21図のような部位の鰭をツメ切りにエ ってカ ットし,カ ット後

アイベ ット10才/250 に エり3d分薬浴消毒を行な った｡
I

(3)放流

放流直前,前記と同様tこ薬浴を

行な い,昭和 47年 7月26日(こ

茂浦地先,水深 1.5-2.0mの砂

地 (海底は-スノハカVバンが多

く. まわりはアiyモが生えていたJ

へ放流 した｡

B 若魚,成魚の標識放流

(1)期間おエび使用魚

昭和 47年 10月18日～ 20

日にかけてかけまわし網で漁獲し,

ヒラメ,カレイ類についてその場

で標識をつけ,その場所へ放流 し

た｡

(2)標識放流

タ ッグガ ン (こよる標識 (赤色,

ルnvL者仰雲を 枇 テレ壌7--

カ~タタービン第 21図 標識の方法および部位白色)を行なっ払 標識部位は第

21図のとおりである｡調 査 結 果

A マコガレイマコガVイ稚魚 2,615尾の うち放流直前 まで(こ死亡したものは約 600個体で

,小さい個体ほど死亡率が高いエうに思われた｡放流直後の観察ではほ とんどのものがま っす ぐ海

底へ降りて行き,抄の中へ潜るのが観察された｡しかし放流後 1週間目tこ地曳絹で放流場所を再捕調査してみたが 1尾も再捕できなか った｡その後まだ 1
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例の再捕報告もない｡

B 若魚,成魚

(1)標識結果

昭和 47年度の標識放流は,採集地点,放流地点(こついては,前述の第 5図のとおりである｡魚種,

標識番号および全良,放流魚の体長組成おエ び種鵜別放流尾数とその比率については,背水増資料S47

-ji611の第 15- 18表のとおりであり,ここでは省略する.

全放流尾数は765尾でそのうちマガレイが 461尾で 60.5% ,マコガレイが247尾で 52･5%

であ った｡

(2)再捕結果

マコガレイの再捕結果を第 22図(こ示した｡

移動状況は昭和 47年度の場合深所から浅所への移動のみで時期的tこみて産卵期の深浅移動とみてエ

いであろう｡

再捕個体の全長

組成は19.4C虎～

52.7C加で 20-

25C7元のものが 5

4.5% を占めてい

た｡

成長は短期間で

再捕された為か 0

-1.5佃であまり

成長していなかっ

た｡

再掃率は昭和

47年度に放流した

マコガレイのみlこ

ついてみると昭和

48年 2月28日

現在で 4.9%であ

る｡ ､

第 22図 マコ




